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第
三
回
定
例
会
で
﹁
大
井
プ
ー
ル
事
故
に
対
す
る
徹

底
し
た
事
故
原
因
の
究
明
と
再
発
防
止
を
求
め
る
決
議
﹂

を
行
な
っ
た
市
議
会
は
、
そ
の
後
に
外
部
の
識
者
を
交

え
設
置
さ
れ
た
﹁
ふ
じ
み
野
市
大
井
プ
ー
ル
事
故
調
査

委
員
会
﹂
か
ら
報
告
を
得
ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
回
の

事
故
は
、﹁
施
設
の
構
造
的
な
欠
陥
と
、
人
為
的
な
ミ
ス

が
重
な
り
起
き
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
﹂
と
の
指
摘

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
会
派
で
協
議
の
結
果
、
会
期
を
延
長
し
て
﹁
ふ
じ
み
野

市
大
井
プ
ー
ル
事
故
再
発
防
止
策
等
の
調
査
特
別
委
員
会
﹂

で
２
日
間
の
調
査
を
行
な
い
、
議
会
最
終
日
に
委
員
長
報
告

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

問
　
議
員
を
減
ら
す
こ
と
が
行
財

政
改
革
か
。
三
人
減
で
ど
う
な
る
。

答
　
議
会
改
革
が
財
政
改
革
と
な

り
ま
す
。
約
二
、
〇
〇
〇
万
円
の

減
額
。
議
場
の
い
す
は
二
十
七
で
、

議
場
の
改
修
は
考
え
ま
せ
ん
。

問
　
削
減
と
行
政
改
革
は
相
入
れ

な
い
で
は
な
い
か
。
議
決
権
・
市

民
の
声
を
ど
う
盛
り
込
む
の
か
。

答
　
市
民
の
声
は
盛
り
込
ま
れ
ま

す
。
人
数
は
総
意
に
よ
り
ま
す
。

　
昨
今
の
厳
し
い
市
の
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
議
会
み
ず
か
ら
が
行
財
政

改
革
の
必
要
性
を
認
識
の
も
と
、
二
十
九
人
の
議
員
定
数
を
二
十
六
人
と
し
ま
す
。

問
　
市
民
・
各
界
代
表
の
法
定
合

併
協
議
会
で
決
め
た
二
十
九
人
と

い
う
定
数
を
勝
手
に
変
え
て
い
い

の
か
。
二
十
六
人
の
根
拠
は
。

答
　
人
数
は
状
況
で
決
ま
り
ま

す
。
市
民
も
望
ん
で
い
ま
す
。
二

十
九
人
の
定
数
に
対
し
一
〇
％
減

ら
し
、
妥
当
と
考
え
ま
す
。

問
　
議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
は

約
二
、
三
〇
〇
人
か
ら
約
四
、
〇

〇
〇
人
に
変
わ
る
。
市
民
の
声
が

届
け
ら
れ
る
の
か
。

答
　
活
動
の
仕
方
で
決
ま
り
ま

す
。

問
　
定
数
削
減
す
る
と
新
し
い
人

が
出
づ
ら
く
な
る
。
だ
れ
で
も
立

候
補
で
き
、
参
加
す
る
の
が
基
本
。

答
　
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
意
欲
を
持
っ
て
新
し
い
人
が

出
れ
ば
い
い
の
で
あ
り
、
個
人
の

意
志
で
す
。

三
役
の
責
任
を
明
示
し
た
も
の
と
理
解

　
三
役
の
責
任
を
明
示
し
た
も
の
と
し
て

理
解
で
き
る
。
今
後
、
遺
族
に
対
し
誠
心

誠
意
対
応
さ
れ
、
市
の
施
設
に
お
い
て
二

度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
、
個
々
の
施
設
の
管
理
に
は
十
分
注

意
し
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
市

長
を
は
じ
め
、
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

提
出
議
案
と

審
議
結
果

○
全
員
賛
成
　
●
賛
成
多
数

■
平
成
18
年
　

第
４
回
定
例
会

⋯
　

平
成
18
年
度
補
正
予
算
　

⋯
⋯
⋯

●
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

⋯
　

条
例
の
制
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
市
長
及
び
助
役
並
び
に
教
育
長
の

給
与
の
減
額
条
例

●
市
議
会
議
員
定
数
条
例

⋯
　

条
例
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
部
室
設
置
条
例

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
条
例

○
国
民
健
康
保
険
条
例

●
老
人
医
療
費
の
支
給
条
例

○
学
校
設
置
条
例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⋯
　

そ
の
他
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合
の
規
約
変
更

●
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
設
立
に
つ
い
て

○
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

⋯
　

道
路
線
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
道
路
線
の
認
定
︵
16
件
︶

以
上
、
可
決

⋯
　

意
見
書
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
障
害
者
自
立
支
援
法
制
度
の
充
実

を
求
め
る

○
プ
ー
ル
運
営
に
お
け
る
統
一
し
た

管
理
基
準
の
制
定
を
求
め
る

○
プ
ー
ル
条
例
の
制
定
と
管
理
機
能

強
化
を
求
め
る

以
上
、
可
決
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※ＡＥＤとは？　電気ショックが必要な心臓の状態を機械が判断し、心臓へ電気ショックを与える機器のこと。
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　平成18年７月31日にふじみ野市大井プールで起きた女児の死亡

事故に対し、公の施設の管理者及び職員の管理監督者としての責任

を明らかにするため、市長が減額50％６ヵ月、助役・教育長が減

額40％４ヵ月とする議案が提出されました。

市
長
の
職
を
全
う
す
る
こ
と
を
期
待

　
市
長
は
、
事
故
後
一
貫
し
て
誠
意
を
表

し
て
ご
遺
族
に
対
応
し
て
き
た
。
辞
職
を

す
る
よ
り
、
こ
の
事
故
を
風
化
さ
せ
ず
、
こ

の
よ
う
な
事
故
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ

う
住
民
に
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し

を
保
障
す
る
た
め
、
市
長
の
職
を
全
う
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

市
長
の
姿
勢
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る

　
こ
の
事
故
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
責

任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
こ
た
え
よ
う

と
し
て
き
た
市
長
の
姿
勢
に
全
幅
の
信
頼

を
寄
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
賛
成
す
る
。

ま
た
、
全
国
で
こ
の
事
故
に
つ
い
て
注
目

し
、
本
市
の
対
応
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日

本
一
安
全
な
ふ
じ
み
野
市
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
こ
た
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
市
長
は
、
町
長
時
代
か
ら
こ
の
施
設
に

二
十
一
年
間
か
か
わ
っ
て
き
た
が
、
最
高

責
任
者
と
し
て
何
が
不
適
切
で
、
ど
ん
な

行
為
が
問
題
な
の
か
市
民
に
説
明
を
し
て

い
な
い
。
突
然
本
議
案
を
提
案
し
、
市
民

へ
の
周
知
、
内
容
確
認
を
す
る
時
間
も
な

い
ま
ま
審
議
す
る
の
は
問
題
。
ま
た
、
給

与
の
減
額
割
合
、
月
数
の
根
拠
に
つ
い
て

の
答
弁
も
な
い
。

　
議
会
で
は
二
度
と
同
じ
事
故
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

の
方
策
を
確
立
し
、
市
民
が
求
め
て
い
る
﹁
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
﹂を
早
期
に
構
築
し
、
日
々
利
用
す
る
公

共
施
設
の
信
頼
性
を
一
日
で
も
早
く
回
復
す
べ
く
、
会

期
中
に
超
党
派
の
代
表
で
論
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
議
長
の
発
議
に
よ
る﹁
ふ
じ
み
野
市
大

井
プ
ー
ル
事
故
再
発
防
止
策
等
の
調
査
特
別
委
員
会
﹂

の
設
置
を
全
会
一
致
で
了
承
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
十
一
名
、
会
期
は
二
日
間
で
、
委
員
長
に
加
藤

末
勝
委
員
を
選
出
し
調
査
し
ま
し
た
。
内
容
は﹁
現
状
の

把
握
︵
四
項
目
︶﹂﹁
再
発
防
止
の
提
言
︵
七
項
目
︶﹂
で

す
。
市
長
及
び
教
育
長
、
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
出
席

を
求
め
、
活
発
な
論
議
と
参
考
資
料
の
提
出
・
確
認
が
な

さ
れ
、
最
終
日
に
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
に
お
い
て
は
、
今
回
の
事
故
を
全
身
全
霊
で
受
け

止
め
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
を

原
点
に
返
っ
て
確
認
し
、
安
全
・
安
心
な
公
共
施
設
づ
く

り
、
市
民
が
愛
着
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る

こ
と
を
、
委
員
会
と
し
て
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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大雨の後の大井小校庭

　10月12日　第２回臨時会

「ふじみ野市大井プール事故の　

調査に関する決議」　　　　否決

　大井プール事故の再発防止等の調査をす

る特別委員会設置を内容とする「ふじみ野

市大井プール事故の調査に関する決議」に

ついて審議が行なわれ、賛成少数で否決さ

れました。また、「北朝鮮の核実験に対し厳

重に抗議する決議」が提出され、全会一致

で可決されました。

　10月25日　第３回臨時会
※

公共施設のＡＥＤ、

大井小雨水浸透槽の設置　　可決

　公共施設70ヵ所へのＡＥＤ（254万円）

の設置と大井小学校雨水浸透槽等の設置工

事（3,500万円）を実施する補正予算が、全

会一致で可決されました。

　また、正副議長選挙が実施され、議長に

田中雍規議員、副議長に佐藤英夫議員が選

出されました。そのほかに、各委員会委員

の選任が行なわれました。

説
明
も
な
く
提
案
と
し
て
不
十
分

大井プール

調査特別


